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クワシロカイガラムシの防除適期は５月１６日～２１日、

ウメシロカイガラムシの防除適期は５月１３日～１８日です。

防除適期を逃さないように注意しましょう。

１ モモのカイガラムシ類について

モモを加害する主なカイガラムシ類は、クワシロカイガラムシ（以下、クワ

シロ）とウメシロカイガラムシ（以下、ウメシロ）です。受精した雌成虫は、

枝幹などに寄生して越冬します（図）。例年４月

下旬頃から産卵が始まりますが、卵や雌成虫は殻

に覆われて薬液が虫体に付着しにくいため、この

時期の農薬散布は効果的ではありません。農薬に

よる防除効果が高い時期は、殻をかぶっていない

ふ化幼虫の発生ピーク時期です。この時期を逃す

と、防除効果は急激に下がります。また、気温に

よりふ化幼虫の発生ピーク時期が変動するので、

年により防除適期は数日前後します。

図 ウメシロカイガラムシの寄生状況

２ 防除適期予測

有効積算温度を利用した第１世代ふ化幼虫の発生ピーク予測日は、クワシロ

が５月１６日～２１日、ウメシロが５月１３日～１８日です（下表）。

本年は、春先に気温が昨年より低かったものの、４月中旬以降は昨年より高

く推移したため、第１世代ふ化幼虫の発生ピーク日は、岡崎を除いて昨年より

２～３日早いと予測します（下表）。

表 クワシロカイガラムシ及びウメシロカイガラムシの第１世代ふ化幼虫発生ピーク予測日

注）本年の予測日は、各地のアメダス平均気温を利用して計算。

４月３０日までは本年実測値を、それ以降は平年値（豊橋のみ前年値）を用いて計算。

前年については、前年気温の実測値を用いて計算。

３ 防除

ふ化幼虫の発生時期が比較的そろう第１世代のふ化幼虫発生ピーク時期が防

除適期です。それぞれのほ場で主に発生しているカイガラムシ類について、上

表を参考に防除適期を予測し、コルト顆粒水和剤やスプラサイド水和剤などで

防除しましょう。なお、アプロード水和剤は残効性に優れているため、発生ピ

ーク予測日より数日早めに散布しましょう。

東海 名古屋 豊田 岡崎 蒲郡 豊橋 東海 名古屋 豊田 岡崎 蒲郡 豊橋
本年予測 5/16 5/17 5/17 5/21 5/17 5/18 5/13 5/14 5/14 5/18 5/14 5/15
（前年） 5/18 5/19 5/19 5/21 5/20 5/21 5/15 5/16 5/16 5/18 5/17 5/18
前年差 ２日早 ２日早 ２日早 なし ３日早 ３日早 ２日早 ２日早 ２日早 なし ３日早 ３日早

クワシロカイガラムシ ウメシロカイガラムシ


